
経験者1,000人の声1,000人の声
明
日
を
生
き
る
た
め
に
。

東日本大震災、熊本地震
北海道胆振東部地震
豪雨・台風　他

い
ま
、５
人
に
４
人
が
地
震
に
備
え
て
い
る
時
代
で
す
。

あ
な
た
の
防
災
、大
丈
夫
で
す
か

（文部科学省地震調査研究推進本部による／２０21年）

◉根室沖（Ｍ7.8～8.5程度）：
80％程度

◉首都直下型地震（Ｍ7程度）：
70％程度

◉南海トラフの地震（Ｍ8～9クラス）：
70～80％2020年から30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率
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（相模トラフの地震）

今後の地震に対して、何らかの備えをしていますか？意識
調査！ 何らかの備えをしている

（79％）
まったく
していない
（21％）

※2019年5月、全国の
20代以上の男女551
名を対象にインターネット
上でアンケートを実施。

※

　
「
災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
最
低
３
日
間
は
自
力
で
乗
り

き
る
」が
防
災
の
基
本
と
さ
れ
る
近
年
、い
ざ
と
い
う
時

に
あ
な
た
を
守
る
の
は
、あ
な
た
自
身
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、「
何
か
ら
備
え
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」「一つ一つ
集
め
る
の
は
大
変…

」そ
ん
な
あ
な
た
に

お
薦
め
な
の
が
こ
の『
防
災
セ
ッ
ト
』。災
害
時
の
必
需

品
が
、パ
ッ
と
一
度
に
揃
い
ま
す
。充
実
の
41
点
は
災

害
経
験
者
１
，０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

「
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」「
な
く
て
困
っ
た
」の
声
を
参
考

に
、防
災
士
が
厳
選
し
た
も
の
ば
か
り
！
災
害
時
の

状
況
を
具
体
的
に
想
定
し
た
仕
様
で
、便
利
で
使
い
や

す
い
グ
ッ
ズ
を
取
り
入
れ
た
セ
ッ
ト
で
す
。

　
本
当
に
必
要
に
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
か

ら
、お
手
元
に
今
す
ぐ「
安
心
」の
備
え
を
、

強
く
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。

経験者1,000人に聞きました。

※上記アンケート結果は、北海道胆振東部地震、熊本地震、東日本大震災、新
潟県中越地震、豪雨・台風被害を経験された方を対象にインターネット上で2021
年8月に実施したアンケートから抜粋・要約しています。

被災された経験から、防災についてのアドバイスが
ありましたら教えてください。

実際に備えていたもので、災害時に役立ったものは何ですか？

問：3

問：1 問：2

問：4

していた
38.6％

していなかった
61.4％

していなかった
61.4％

いいえ
15.9％
いいえ
15.9％

はい
84.1％

はい
84.1％

★＝本品に同等品がセットされています。

すでに

22万人
に選ばれた信頼の
防災セットです。

※

※2010年の発売以来、当社の発売した『防災セット』シリーズ
累計のご購入者（のべ人数・約）です。（2022年7月現在）

シリーズ累計販売数が22万セットを
ついに超えたココチモの『防災セット』。
「これで安心できました」「とても役立った」
という喜びと信頼のお声を
いただいております。特に
オリジナルで制作したカート
付きリュックサックは、「体力に
自信のない私でも安心！」
と女性やご年配の方に
好評です。

●日頃から災害に対する備えは大切。
●水と２、３日分の食料は必須。
●非常食は常備したほうがいい。食べ物がスーパー、コンビニからなくなった。
●防災グッズは必要。
●他人事ではなく、身近な出来事として考えていて欲しい。
●備えあれば憂いなし。
●豪雨や地震などで最低限出来る工夫は常にしておいた方がいいと思う

災害が起こる前に
備えをしていましたか？

少しでも備えをしておけば
よかったと思いますか？

今
後
30
年
以
内
に

地
震
が
起
き
る

確
率

防
災・危
機
管
理
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

DEB28①②PQ

「
３
日
間
は
自
力
で
乗
り
き
る
。」

「
備
え
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。」

「
無
駄
や
面
倒
と
思
わ
ず
備
え
を
し
っ
か
り
と
。」

「
皆
が
困
る
時
は
、誰
も
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

自
分
の
事
は
自
分
が
対
応
す
る
普
段
の
準
備
が
大
切
。」

「
自
分
の
と
こ
ろ
だ
け
は
大
丈
夫
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。」

「
被
災
者
の
経
験
談
を
他
人
事
と
思
わ
な
い
で

災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。」

「
他
人
は
あ
て
に
し
な
い
で

自
力
で
生
き
延
び
る
だ
け
の

備
蓄
は
必
要
。」

「
物
資
は
す
ぐ
に
来
な
い
。」

「
安
全
な
時
に
こ
そ
、災
害
に

備
え
る
こ
と
が

必
要
。」

「
日
ご
ろ
の
備
え
と

心
構
え
。」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・兵
庫
県・男
性
50
代

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新
潟
県・男
性
50
代

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮
城
県・男
性
60
代

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新
潟
県・男
性
60
代

・・・・・・・・・・・・・新
潟
県・男
性
60
代

・・・・・・・・・・・・・・・・福
島
県・男
性
60
代

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福
島
県・男
性
60
代

・・・・・・・・・・・茨
城
県・男
性
50
代

・・・・・・・・・・・・・兵
庫
県・男
性
60
代

・・・・・宮
城
県・男
性
60
代

※

経
験
者
の
声
は
、2
0
1
0
年
4
月・2
0
1
3
年
４
月・2
0
1
9
年

６
月
・
2
0
2
1
年
８
月
に
、災
害
を
経
験
さ
れ
た
方
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
・
要
約
。プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
時
点
の
も
の
で
す
。

経験者の
声

防災セット防災セット災害時

３日間を
乗りきる！！

災害時

３日間を
乗りきる！！

1　
い
ざ
と
い
う
時
、本
当
に
必
要
な
も
の
は
何
か
│
経
験
者（
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
、熊
本
地
震
、東
日
本
大
震
災
、新
潟
県
中
越
地
震
、

豪
雨
・
台
風
）１
，０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、「
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」「
な
く
て
困
っ
た
」災
害
時
の
必
需
品
を
厳
選
し
ま
し
た
。

コ
コ
チ
モ
の
防
災
セ
ッ
ト
６
大
特
長

コ
コ
チ
モ
の
防
災
セ
ッ
ト
６
大
特
長

★ 第１位 懐中電灯
★第２位 飲み水
★第３位 ラジオ
★第４位 レトルト食品・インスタント食品
★第５位 乾電池
 第６位 缶詰
 第７位 カセットコンロ
 第８位 タオル
★第９位 災害用非常食
★第１０位 軍手
 第１１位 風呂の残り湯
 第１２位 ろうそく
★第１３位 ウェットティッシュ
 第１４位 ポリ袋
★第１５位 マスク
 第１６位 非常灯
 第１７位 ガムテープ
 第１８位 気象情報や避難情報の確認
 第１９位 避難場所の確認
 第２０位 家具転倒防止器具
 第２１位 ラップ
★第２２位 ポータブル充電器
  （携帯電話・スマートフォン用）
★第２３位 ナイフ・はさみ

 第２４位 ハザードマップの確認
★第２５位 救急箱
★第２６位 給水袋・ポリタンク
 第２７位 使い捨てカイロ
★第２８位 歯磨きセット
 第２９位 筆記具
★第３０位 レインコート
 第３１位 養生テープ
 第３２位 消火器
 第３３位 ビニールシート
 第３４位 ロープ
 第３５位 ブルーシート
 第３６位 スリッパ
★第３７位 災害用トイレ・携帯トイレ
★第３８位 断熱シート
 第３９位　 家具固定マット
 第４０位 戸棚の飛び出し防止フック
 第４１位 ガラス飛散防止フィルム
 第４２位 ガス・電気の自動消火・消灯
 第４３位 土のう
★第４４位 助けを呼ぶ笛
 第４５位 ポータブルテレビ

経
験
者
１
，０
０
０
人
の
声
か
ら

生
ま
れ
た
、必
需
品
が
勢
揃
い
！

2　
大
災
害
発
生
か
ら
３
日
間
は
支
援
が
届
か
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。本
セ
ッ
ト
に
は
災
害
後
、特
に
困
る
食
料

と
ト
イ
レ
を
お一人
約
３
日
分
ご
用
意
。ト
イ
レ
は
１
日

５
回
と
し
て
３
日
分
15
セ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
３
日
間
を
乗
り
き
る
」を
想
定
し
た

充
実
の
セ
ッ
ト
内
容
。

3　
長
期
保
存
が
可
能
な
食
料
や
飲
料
水
、避
難
生
活

を
乗
り
き
る
た
め
の
災
害
用
ト
イ
レ
、エ
ア
ー
マ
ッ

ト
、携
帯
の
充
電
器
と
し
て
も
使
え
る
多
機
能
ラ
ジ
オ
ラ
イ
ト
な

ど
、ご
自
身
で
は
揃
え
に
く
い
も
の
が
ま
と
め
て
手
に
入
り
ま
す
。

ご
自
身
で
は
揃
え
に
く
い
も
の
が
、

一度
に
手
に
入
り
ま
す
。

4　
防
災
グ
ッ
ズ
は
い
ざ
と
い
う
時
、サ
ッ
と

持
ち
出
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
肝
心
。そ
こ

で
、鞄
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー「
エ
ー
ス
」に
協
力

を
依
頼
し
、カ
ー
ト
付
き
の
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
を

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
制
作
し
ま
し
た
！
重
さ
が
不
安…

と
い
う
方
も
、ひ
い
て
運
べ
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

カ
ー
ト
付
き
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク
を
制
作
！

他
で
は
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

5　
非
常
時
に
こ
そ
、健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、元
気
を
出
す

た
め
に
、美
味
し
く
て
信
頼
で
き
る
も
の
を
口
に
し
た
い
も
の
。

本
セ
ッ
ト
で
お
届
け
す
る
水
や
お
米・パ
ン
は
、日
本
で
製
造
さ

れ
た
も
の
で
す
の
で
、安
心
し
て
召
し
上
がっ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

「
美
味
し
い
」「
安
心
」な
防
災
食
に

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

6　
防
災
は
、「
段
取
り
八
分
」と
も
い
わ
れ
、事
前
の
備
え
や
心
構
え

が
重
要
で
す
。そ
こ
で
、専
門
家
監
修
の
も
と
、防

災
の
基
礎
知
識
や
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た「
あ

ん
し
ん
手
帳
」を
制
作
し
ま
し
た
！
い
ざ
と
い
う

時
慌
て
な
い
よ
う
に
、ご
家
族
み
ん
な
で
お

読
み
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

非
常
時
の
た
め
の
心
構
え
│

「
あ
ん
し
ん
手
帳
」を
お
届
け
し
ま
す
。

全41点の必需品！！全41点の必需品！！から生まれた
日
本
防
災
士
機
構
認
証

防
災
士
が
厳
選

❶
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ュッ
ク
サ
ッ
ク

❷
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ト

❸
貴
重
品
袋

❹
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン
ク

❺
エ
ア
ー
マ
ッ
ト 

❻
カ
バ
ー

❼
空
気
ポ
ン
プ

❽
防
寒・防
風 

ア
ル
ミ
シ
ー
ト

❾
災
害
用
ト
イ
レ
セ
ッ
ト

10
レ
イ
ン
コ
ー
ト

11
歯
み
が
き
シ
ー
ト

12
除
菌
ウ
ェッ
ト
テ
ィッ
シ
ュ

13
〜
15
安
心
米

（
白
飯・わ
か
め
ご
飯・五
目
ご
飯
）

16
〜
18
災
害
備
蓄
用
パ
ン

（
黒
ま
め・オ
レ
ン
ジ・プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
）

19
〜
21
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト

22
食
品
加
熱
キ
ッ
ト

23
〜
26
非
常
用
保
存
水

27
多
機
能
ラ
ジ
オ
ラ
イ
ト

28
乾
電
池 

29
三
角
巾 

30
伸
縮
包
帯 

31
脱
脂
綿 

32
救
急
絆 

33
油
紙

34
ガ
ー
ゼ 

35
ハ
サ
ミ

36
〜
38
不
織
布
マ
ス
ク

39
軍
手 

40
緊
急
用
ホ
イ
ッ
ス
ル

41
オ
リ
ジ
ナ
ル
あ
ん
し
ん
手
帳

※本セットはお一人で約3日分対応（食料・トイレ）の内容です。ご家族の人数や
状況に応じて飲料水・食料などの消耗品の備蓄をお薦めいたします。

渡
辺 

実
氏
に
聞
く

『
防
災
セ
ッ
ト
』

を
監
修
し
た

わ
た 

な
べ
み
の
る

数
々
の
災
害
現
場
へ
足
を
運
び
、『
都
市

住
民
の
た
め
の
防
災
読
本
』な
ど
の
著
書
も
あ

る「
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
計
画
研
究
所
」代
表

取
締
役
所
長
で
、防
災・危
機
管
理
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
渡
辺
氏
が
、防
災
準
備
を
進
め
る
上
で
の
心

構
え
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災（
２
０
１
１
年
）以
降
も
日
本

で
は
、地
震
、台
風
、水
害
、土
砂
災
害
な
ど
、毎

年
の
よ
う
に
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。そ
の
都

度
、私
は
現
地
に
入
り
、つ
ぶ
さ
に
取
材
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
経
験
の
積
み
重
ね
か
ら
わ
か
っ
た

の
は
、災
害
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の「
顔
」が
あ
り
、

す
べ
て
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め

防
災
対
策
は
、常
に「
新
し
い
災
害
の
顔
」と
の

戦
い
と
な
り
ま
す
。地
震
は
、日
本
中
い
つ
ど
こ

で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。次
に

同
じ
よ
う
な
災
害
が
起
き
た
際
に
、少
な
く
と

も
同
じ
災
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
対
策
、も

し
く
は
被
害
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
た
め

の
対
策
、そ
れ
が
防
災
に
は
必
要
で
す
。

　
個
人
の
レ
ベ
ル
で
必
要
な
の
は
災
害

へ
の
備
え
、「
備
災
」で
す
。飲
料
水
や

食
料
を
多
め
に
備
蓄
し
た
り
、家
具
に

転
倒
防
止
金
具
を
付
け
た
り
と
、こ
れ

ま
で
起
き
た
災
害
と
同
程
度
以
上
の
状
況
に
な
る

と
想
定
し
て
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

災
害
は「
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
」で
は
な

く
、「
必
ず
起
き
る
」と
考
え
ま
し
ょ
う
。４０
年
余

り
、災
害
現
場
を
取
材
し
、被
災
者
の
声
を
聞
い

て
、私
が
痛
感
し
た
の
は「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
し
か
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。ぜ
ひ
、今
す

ぐ
に
で
も
、自
分
を
守
る
た
め
の「
備
災
」を
始

め
て
く
だ
さ
い
。

災
害
は「
必
ず
起
き
る
」と

考
え
て
、備
え
ま
し
ょ
う
。

び
さ
い

（
2
0
2
2
年
3
月
談
）

渡辺 実氏 
防災・危機管理
ジャーナリスト
自身が計画に携わった団地が
宮城県沖地震（1978年）で被
害を受けたのをきっかけに防災
活動に取り組みはじめる。以
来、日本や海外の災害現場に
足を運び、報道活動を行うとと
もに災害・復興の啓蒙に力を注
いでいる。テレビ出演や執筆活
動などを通して、市民サイドに
立った提言を続けている。
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